
医王寺のラッパイチョウその後

筆者は本柱首j号(もア0 1. 4  No. 2) に医王寺のラツバイ
チョウにつレて漏斗葉( 杯状業) 混合率、奇形銀杏その
他の概況を報告しておし、たが、その後の観察の結果明ら
かになった事を一部発表しておく。
オハツキ銀杏の出現
一昨年筆者はラツ五イチョウの奇形業でなか葉に大胞
子嚢原基のっし、たのを発見し、医王寺のラツバイチョウ
には近し、将来お菜っき銀杏が出現するであろうと予言し
ておし、たz はからずも昨年は表 1のように 200近くのお
業っき録台を採集する二とが出来た。カなり綿密に採集
してレったので、これは医王寺のイチョウに現れたお菜
っき銀杏のに 8割にあたるものと思われる。一昨年も
気をつけて採集したつもりであったが発見出来なかっ
た。それが昨年いなって急に出現したのはどうし、う鳳凶

いるので、恐らくは果樹のR なり年" と同様の現象カミらだ
ろう ν

とtニヵ、〈料、状柴とお業っき銀密が共に現れるとし、う珍
b し1 ，. イチョウとなったので、ある。
ラツ 1¥オハツキ銀杏
お業っき録台泊 i刷れる以上初、状業であって、し7J.も鋲
査を; 匂するような手伝もあるいj主し、なし、と思し、出J盗を統け
てし、たと」る、まず11月23日ι漏斗業の上に大月包子裳原
基のあゐ業を斗つ発見 J それして他信を強め、さらtニ調査
を続けてL 、たb 、μU袋Jiカゐら薬品ijiこみえる部分iニ移行
するつ; ナねのとーらβわす均、い総合してし、ゐ来ι銀杏刀 l

の上に銀資のなってL るのを三業見し、出した。七のっち
の一業は完全なラツノミ型を形成して¥ ，.た。
以後12月11日業が全部散り終るまでいI戸袋のラツバオ
ノ、アキ銀杏( 筆者仮称、杯業っき鋲告) を採集しt-:.o

奇形葉の現われ方
医王寺のラッパイチョウじおし、て普通業Iこ対する杯状

葉の割合は大体一割位であるか、落葉の初期における比
率と、中期、後期における比率が多少変動し-(¥. 、るらし
L  、事は一昨年カ Aら気付 L てし、た。昨年その状態を観察し
ているうちに洛業の初期におレては杯葉の混合割合か低
く、後期はやや高くなること泊、ほほ明 lうかになったじ
又初期jにおL ては同じ杯状業でもわずi H工カり il，i斗状と
なった不完全なものカ多L 、のに比Lて、後WHよは完全な
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漏斗葉( すなわち切れ込みのなくなったもの) 泊、多く出
現する O ただイチョウの葉は梢カ} ら先きに散り始め、杯
状葉は惜の部分に多くみられるので、必ずしも理論どう
りには行かなレc イチョウの棄は同ーの短枝上では春早
く出芽したものカミら順次散ってゆくに このことからラア
バイチョウにおける漏斗葉形成は遅く出芽するもの、す
なわち短枝の末端の近くに多く形成されると想像され
る 以上のことは実際枝を取ってみて確めた結果とも一
致する。多くの場合春、最初のうち出芽する葉は正常で
! あるが順次杯状葉を形成し、棄の悶縁の癒合する部分が
! 長くなり、一番最後に出て来る葉が完全な漏斗葉となる
i のである二

そしてその反対のような順序での発生は今のところ観
| 察されてレなし。
叉、まだ確実にそうであるとは言レきれなし、が、上述
したように枝の先端部において漏斗葉かよく形成される
ようである 下カ‘らながめてみても幹の近くの校にはほ
とんど現れてし、ず、枝の先の方に多いことがわカ、るし: 境
内i二散った葉の奇形率を凶jへてみても根本より紛れるほ
と高くなる傾向をしめしてし、る。( 表 2) 然し最先端部
すなわちその年伸びた長校上に多しかどう泊、は今のとこ
ろはっきりしなL 、。
若し確実に杯葉カ枝先の部分に多し、のならば、このま
まの環境で生育すればますます杯棄の出現する割合カ高
くなるニとと思われる一
ラツハイチョウと樹齢との関係
イチョウの漏斗葉はフクロイチョウ、杯状業、主連状業

杯菜などと呼ばれて今まで内外に数例記録されているカ¥
その約半分は種子から発芽して余り年月のたってし、ない
幼木におL 、てであるサこの点カ} らもオノ、ツキ銀杏出現の
ことくイチョウの老化現象の為めであるとはし、えないよ
うであるニ然し、叉漏斗葉形成はイチョウの叉状深裂葉
の如く木の若L 、うちにのみ現れるとも限られていなL、
もっとも老樹におレても深裂した業が主幹から直接出
る二とはある G 然し、若しそのような状態のもとに出現
するならば宮沢( 1933) の報告しているような棄の中央
の切れ込みの左右に各々独立した 2つの漏斗棄が生じた
り、切れ込みの沢山ある杯状葉となるはずである O 今ま
でのところ医王寺のイチョウには前者のような漏斗葉は
発見されてし、なL 、し、後者の古nき杯状葉は現われること
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た。その当時葉が全部散り終っているのに未だ相当数の
銀杏が残っていたので 1石近くの銀杏がなっていたもの
と思われる。これは普通の年の 2倍以上にもあたる。
12月11日までの 8斗 2升中今手許にある奇形銀杏( 奈二
稜、三稜形などは除外) は364こである。 sampleとして
方々に散らばったもの、叉見落してL 、るものもかなりあ
ると思われるので、少なく見積って400こ、恐らくは500
こ以上にはなるものと推察される。
1升中に昨年の医王寺の銀杏が 650 こ入るとして 8斗
2升は大体53，000こにあたる。以上のことから約 L O.0の
割合で奇形銀杏が生ずるものと推測される。
杯葉の出現率の高いこと( 全葉の約 1割、少なく見積
っても 5万葉) オハツキ銀杏が現われ、かつラツバオド
ツキ銀杏、種々の奇形銀杏( 本設前号参照) も出現する
など医王寺のイチョウは天然記念物的価値がある事と確
信する。

があってもわずかである。
ラツバイチョウの正常銀杏から発芽した苗木十数本の

中には今のところ杯葉を形成するものは観察されてし、な
L  、。その他篠山町上河原町の広峰神社境内の雄イチョウ
の大木において医王寺ほどではないが多数の杯状葉を見
出すことが出来る。以上のように現在のところではラッ
パイチョウが老化現象や幼木現象で出現するとは考えら
れなし、。樹令とは直接関係ないようである。とすると成
因が問題になるが、これについては詳しく実験をして確
かめてみたし、と考えてし、る。恐らくは森為三先生も言っ
ておられたように環境( 特に水量) の所為であろう。医
王寺の井戸水は乳潤色を呈し、地下水位は相当低レ。広
峰神社近辺の井戸水も濁っていて飲用には適さないの
で、あるいは水質が影響してL 、るのかもしれない。
銀杏奇形率
医王寺さんの御協力で昨年は正確に銀杏の量を調べて
もらったところ12月11日までに 8斗 2升の銀杏が得られ
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オハツキ銀杏とラッパオノ、ツキ銀杏出現状態
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夫，植物崎形学( 1949)
学最新植物学( 中) (1931) 
吾葉が袋状になった公孫樹" 植物及動物 V o1. 1  No. 11 (1933) 
三イチョウの苗に生じた褒状葉" 採集と飼育 V o1.21， No. 1  (1957) 
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ば、" 1問、または 2 回も夏でるかもしれなし、" とある(
松村 (1932)によれば、"
旬現われる‘とある
産卵は第 l回発生のものは 5月中旬頃から行われ、室
内の観察では日中時を選はず行なう産付は食草の裏面
の葉脈に平行かつじゅず状に、 1箇所に20個前後産付す
る場合が多L 、ょうである。卵期間は1960年 6月21日産付
の23伺の室内観察では、第 1表の如く約 1週間である。

第 1表 卵期間

出 :PI2l計三lz
幼虫の脱皮は第 2表の如く、 4 倒の脱皮を行い、幼虫

期間は約 2 週間である。

第 2表

5  

J工Li-lf11-)トリ三 2イl-
10 

n  
i  

Jl if叶5  

Lipp (1935) 等によるとヨーロツパ産のL . aeneaは 2
回の脱皮を行し、老熟すると言うじ若齢幼虫はヒメヤシャ

(p.154より絞り
表 2 杯状業混合率と場所との関係

プシ Alnus pendula M a t s u m の築肉のみ食するか、
老熟幼虫はほとんど葉肉、表皮共に食する( 図 5 )  摂
食、移動の際には常に顕著な集団をつくる。由面化は食草
で行う。

4分で終る。
羽化後の成虫は食草枯死のため 5 日間生存して餓死し
たため、第 2聞社i現のものにつレての観察はできなかっ
た。
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註、 11月27日調査 根本より北西に 2 m離れた地点から 2列 4行の隣接した 1 m 2の調査区をもうけ、根
本に近レ方をA とした。従ってA B C D、E F G Hの11頃で樹より遠ざかる。
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